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・6/26（月）18：30～パークホテルで部署懇談会があります。
・転入出の際、他病棟から御家族へ貴重品類返却してもらう場合は、荷物チェック表にも一筆記載しましょう。（退院時に探す為）
＜ベッドコントロール＞
・福島　司子様～明日、西病棟51号室へ入院予定。
＜患者様連絡事項＞
・西川　和恵様～御家族よりPSWに事業所の件で連絡が欲しいと希望があった旨をお伝えしています。

・小笠原　大雄様～母様来院し患者様、PSW、病棟スタッフを交え面会している。
①クレジットの使用状況、②退院先についてを主に話し合い行っている。①について、借金の合計金額を計算した所86万円であり残り80万円の返済金があるという。
現在の収入としては障害者年金2級の13万（2ヶ月に1度）のみ。②について、患者様の強い意向としてはGHに入らないといけないのは理解しているが借金があるままだと受け入れ困難である為自宅に戻り就職し借金返済をしたいと希望あり。しかし、母様の意向としては入院前の暴力や暴言、幻聴等に悩まされてきており、現時点でも恐怖心がある為自宅での受け入れは難しく支えきれないとはっきり患者様にお伝えされている。今回の面談で母様が借金の合計金額を知ったのが初めてであった為再度今後の事について検討しPSWと相談する流れとなった。その後患者様とPSWが話す予定となっている。
面会時、最初は自分の意見や考えを冷静に伝える事が出来ていたが「自宅で受け入れられない」とはっきり言われたとたん貧乏ゆすりやため息、声を荒げる様子が見られていた。母様から「仮に家に帰れるとしていつ頃帰るつもりだったのか」問われると「今日にでも帰るつもりだった」と。面会後も「病棟戻りたくない。今すぐにでも逃げたいです」と発言あり。今、病院を逃げ出したとしても何も解決にはならず東病棟に降りる事になる為更に退院支援が困難になる事説明し病棟に戻られている。また、「父の会社で働いてた時商品に高値がついて3億円が手元にきたのに全部父親にあげたから1億円返して欲しい」と妄想言動聞かれていた。
・大久保　恵様～退院後、虹とデイサービス青陽館の両方の利用を希望されています。PSWへ情報提供していきましょう。

・丸尾　隆史様～入れ歯安定剤が売店から届くまで、明日の昼まで粥キザミへ変更しています。延長するのであれば再度栄養課へ連絡していきましょう。

・中村　聡様～食事について、残食が多い為大盛りから普通盛りに変更となっていますが、大盛りを取っていたと情報があります。食事摂取量を確認し調整しいきましょう。

・鈴木　知子様～本人希望にて毎食ロールパンに変更となっていますが、栄養課より
在庫が無くなり次第他のパンを提供する場合もあるとの事でした。
本人へ説明し了承されています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・江渡　保子様～点滴3本キープで実施の指示、内服薬は全て中止となっています。

食事は粥に変更し、メイバランスを1日4本付いている為、適宜食事摂取を促していきましょう。
また血圧低値、徐脈、酸素飽和度の低下も見られている為、適宜バイタルサイン測定していきましょう。また状態悪化時は東病棟への移動も検討していきましょう。
・下口　政子様～対面時、やや気分が高い様子あるも他者トラブル無く経過しています。
幻聴体験の訴えはありません。
また、治験の記録用紙には記入欄はありませんが、バイタルサイン
測定以外にも採血や体重測定実施時は時間を記載するようにお願いします。
・野坂　翔様～食事や服薬の声掛けに無言で応じない場面があったと情報がありますが、本日は拒食や拒薬はありません。
引き続き精神状態の観察をしていきましょう。
・中森　みや子様～昨日個室へ移動となっています。本日下肢のふらつきや倦怠感を訴え昼食はホールにて摂取されています。引き続き身体症状の観察をしていきましょう。
・高柳　和子様～昼食前に自身の頬を叩く自傷行為が見られ、早めに昼食後薬

服用しています。引き続き行動に注意し他者トラブルの無いように介入していきましょう。
・小向　隆之様～本日は幻覚や妄想発言は時に聞かれていません。

適宜声掛け・観察をしていきましょう。

・二部　定男様～嘔気あり、男子トイレへ1時間程籠っていると情報がありました。昼食も拒食されています。症状持続時は主治医へ情報提供していきましょう。また、明日面談予定となっています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・中森　みや子様～診察にて失見当識様の発言は特に目立たず過ごされている事

咽頭痛を訴えている事を情報提供。

本日夕分の[1] レキサルティOD錠2mg 1 錠 1日1回　
夕食後 1日分処方。

また[1] オラドールトローチ0.5mg 10 錠処方となっている。 

6/21～持参薬が当院切替えとなっている。

ヘモクロンカプセル錠は中止となっている。
・野坂 翔様～診察にて転入後、一時的に拒薬や拒食があったが不穏さ無く過ごされている事を情報提供。診察中「同年代の人がいないから気を遣います」と発言あり。主治医より無理に関わらず、挨拶をする程度で良い事を説明され了承。

また、母様が青山荘への退院を希望されていた事から

青山荘の見学を進めて行く様指示あり。PSWへ調整を依頼中。
・鈴木　知子様～診察時、時折他者への不満訴えあるも大きなトラブル無く過ごされている事や青山荘見学の際は好印象であったと話されていた事6/24青山荘体験利用予定である事を情報提供。

診察中「幻聴が薄れてきた」と話あり。またお金について心配する様子があり主治医より、体験利用時に確認してくるよう説明あり。処方薬の変更無し。また食パン以外の希望あり
栄養課へ連絡済み。
・高柳　和子様～診察にてスタッフの名前を連呼する様子や他者へ付きまとう・多弁さや気分高揚さが見られている事、他室侵入などの迷惑行為が見られている事を情報提供。診察中もにやつきながら受け答えする様子あり。

レキサルティOD錠1mg 　1 錠 1日1回　夕食後 
→2mgへ増量となる。
・谷地　寿梨様～診察にて前回青山荘体験利用時に幻聴があったが、作業には集中して取り組む事が出来ていた事や明日、再度体験利用予定である事を情報提供。診察中主治医より体験中の様子について質問されると「スタッフが優しかったです」と好印象であった様子。また診察中「早く現実に戻りたいんです…」と話された事に対し主治医より青山荘に行く事で現実の時間を増やしていけるようにと声掛けされ了承。
・沢田　秋子様～診察にて血圧値の推移や、頓服薬使用しているが日課は問題無く行えている事を情報提供。診察時素っ気なさあり。処方薬の変更は無い。
・成田　賀枝様～診察時、気分の落ち込みなど無く過ごされている事を情報提供。

診察中「頼んだものが届かないんです」と訴えあり、主治医よりもう少し待ってみるよう説明され了承。処方薬の変更は無い。

また下腿部に紫斑がある為、7/3定期採血の際に凝固セットの
採血の指示あり。
・田端　香織様～診察にて幻聴訴えがあった事や確認行為頻回にあるも

話しの切り上げは出来ている事を情報提供。

診察中「便が出てはいるんですけどお腹が痛いんです」と訴えあり。ビーマス配合錠3錠→ 6 錠 1日3回　毎食後

[5] アリピプラゾールOD錠6mg　 2 錠 →24mg 1 錠 1日1回　朝食後処方となる。
・河村　哲久様～診察にて他者への不満言動や退院に関する訴え聞かれているが

適宜頓服薬使用し、粗暴性はなく経過している事を情報提供。

診察中「西病棟から青山荘に行って、団地に帰りたいんです」と話されている場面もあり。処方薬の変更は無い。
・島守　淳様～診察にて不調訴えなどは特に聞かれず落ち着いて過ごされている事や夜間徘徊が見られているが勤務交代時には休む事が出来ている事を情報提供。

主治医より、夜間寝つきが良くなったか問われると「そうでもないです」と返答あり。

マイスリー錠5mg 1 錠 1日1回　ねる前　7日分処方となる。
・畑中　成夫様～診察にてスタッフへの話し掛けはあるが妄想的な発言は特に聞かれず経過している事を情報提供。診察中「平常心を保つにはどうしたらいいんですかね」「北病棟では平常心を保てなかったんです」等と発言あり。主治医より常に保てるようにと声掛けされ了承。アローゼン顆粒7日分処方。
・小泉　裕子様～診察にて最近の様子を情報提供。

診察中「水の神様が…」と妄想言動聞かれているが口調は穏やか。

処方薬の変更は無い。
・小向　隆之様～6/16転入となった事、表情穏やかに過ごされている事を

情報提供している。

診察中「幻聴と幻覚があって夜眠れなかったです」と訴えあり。

[5] アリピプラゾールOD錠3mg→２４ｍｇ1 錠 1日1回　
朝食後 へ増量となる。
＜皮膚科診察情報＞
・畑中　成夫様～薬はあるとの事で、本日の診察はスキップとなっています。
・島守　淳様～診察終了となっています。
・佐々木　章洋様～内服薬同内容で7日分処方となる。
・大久保　恵様～皮膚科診察、内服薬同内容で7日分処方となる。
・河村　哲久様～爪の切り過ぎにより右第一趾から出血あった為皮膚科診察している。テラマイシン軟膏1本処方となる。
＜転入患者様情報＞サマリー参照して下さい。
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こだわりが強いためどうしても売店で購入できないものがあった際には

電話が欲しいとの事。また、服薬で使用している缶ジュースは母様が

持ってきて下さるとの事(21本/月)。

→売店に小麦製品多くて母に依頼してほしいと言ったりする→依存せ

ず自分で小麦を避ける製品を探す様に介入している

最終入浴日（R5年6月20日）

生活自己管理状況

備考

買い物

退院計画

（家族受け入れ状況）

架電の際、本人は出来れば自宅に帰宅する事を望んでいる。

母親的には本当であれば自宅退院を望んでいるも、診断はついていないがギャンブル依存症を考えてお

り、家族と距離を

取った生活が良い事、GH等に行き就労しつつ一人暮らし等の自立した

生活をして欲しいと希望がある。

現在の処置 なし

ADL



備考

【電話希望時】

スタッフ付き添いが可能であれば、母のみ通話許可あり

3/29　脅迫的な内容で母に通話あり

母と相談し1日1回本人希望時のみとする



【ワクチン】コロナ4回接種、インフルエンザ接種済

【売店】10000円/月

売店でどうしても購入できない物は母様に依頼。

【洗濯】業洗

【アレルギー】小麦、栄養へは連絡済

【拒薬時】スキップ可

【SST】6/20　転出連絡の際母様より。今後自立して一人で生きていけるように”助けを求めれるようにして

ほしい”とお話あり。困った事を他者へ言語化できない自身があるので、西病棟で取り組みお願いします。

最終排便（R5年6月17日）

精神症状 衝動制御困難、精神運動興奮、対人コミュケーションの障害、注意持続障害

問題行動 なし

処遇制限 なし

入院年月日 令和5年3月21日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：ASD、ADHD  身体合併症　：気管支喘息、アレルギー性鼻炎（内服治療中）、

転棟サマリー

（東病棟Dユニット→西病棟Aユニット）

転出日　R5年　6月　20日

患者様氏名 鈴木 達也  　様  担当主治医　：　田名部　茂

アトピー性皮膚炎（岩手県の種市病院受診）→軟膏使用なく皮膚症状ない

なし  

 5本/日

 なし

 自立。布パンツ使用。

 自立

 

 無

 自立。常食・常菜。小麦禁（アレルギー）、魚介禁。各食全量摂取


